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【背景と目的】 
ほとんどの奇形腫は良性だが、稀に悪性転化することもある。また、良性と悪性のいずれも
破裂や隣接した縦隔や肺、横隔膜、心膜などとの瘻孔を形成することもあり、手術に際して
は周囲との癒着が強固の事が多い。したがって、奇形腫を他の前縦隔腫瘍と鑑別することは
臨床上重要である。今回の研究の目的は従来の CT や MRI で脂肪や石灰化を認めない、前縦
隔の嚢胞状奇形腫に対し、chemical shift MRI を用いてわずかな脂肪成分を検出することによ
り診断できるか否かを検証することである。 
 
【対象および方法】 
東京医大病院にて 2005 年 11 月から 2012 年 8 月までの間に、手術された 28 例(29 病変)の前縦
隔嚢胞状腫瘤のうち、CT・MRI・chemical shift MRI を撮影されていたものを対象とした。全
例とも MRI 検査は 1.5-T system、呼吸停止下の dual-echo sequence で撮影され、 繰り返し時間
(TR) は 120-138 msec、エコー時間 (TE) は 2.38 (opposed-phase)と 4.76 (in-phase) である。腫瘍
の chemical shift MRI における信号強度を測定し、成熟奇形腫とそれ以外の嚢胞とで統計学的
な有意差を判定した。 
 
【結果】 
2 例の奇形種が chemical shift MRI において信号の変化が見られ、その他の奇形種および奇形
種以外の病変には信号の変化は見られなかった。Mann-Whitney U-test で成熟奇形腫とそれ以
外の嚢胞性病変とで信号強度の指標において、統計学的有意差が確認された。 (P=0.039<0.05) 
 
【結論・考察】 
前縦隔嚢胞性腫瘍で、CT や従来の MRI にて脂肪や石灰化を検出できなかったとしても、成熟
奇形腫とその他の腫瘍の鑑別をするのに chemical shift MR imaging は有用である。 
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